
県内初 松本市インクルーシブセンター開設

市長記者会見資料

６．３．６

こども福祉課、教育委員会

「松本市発達障がい児等の支援に関する条例」 成立発達障がい児等
支援の総合拠点

発達障がい等、支援が必要なこどもが増加

 診断に時間がかかり、 支援開始に遅れ

 特別支援学級・通級指導教室利用の増加

 医療的ケア児の支援体制が不十分

 継続した支援が困難

あるぷキッズ支援室の機能を拡充し、発達に障がい児等を継続して総合的に支援

４月1日から なんぷくプラザ３階に 松本市インクルーシブセンター開設

すべてのこどもたちが共に遊び・学ぶインクルーシブな環境を実現

「松本市発達障がい児等の支援に関する条例」

▶ 発達障がい児等への偏見をなくすために、正しい知識の普及

▶ 医療・福祉・教育等の関係者及び関係機関と連携した支援体制の構築

▶ 成長段階に応じた切れ目のない支援体制の構築

▶ 教育ニーズに応じた最も適切で連続性のある多様な学びの場の整備

▶ 支援を推進するための人材育成
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こども福祉課、教育委員会

「松本市発達障がい児等の支援に関する条例」 成立発達障がい児等
支援の総合拠点

臨床心理士

◆ 関係者や関係機関と連携した支援体制

専門医

保健師作業療法士

保育士
言語聴覚士

子ども・保護者

インクルーシブ教育推進専門員
（県派遣・教員）

学校
病院

早期アセスメント
医師による判断

保護者の支援

学齢期の支援
相談窓口

支援者の支援

必要な支援を
早期に開始

多様な専門職が対応

保護者のための
勉強会

LDの早期支援
学びにくさの解消

学校や園の支援体制
づくりをサポート

あそびの教室

発達に心配のある
乳幼児と保護者対象

特別支援教育
コーディネーター

連携

連携

松本市インクルーシブセンター

幼保・療育施設等

県内初 松本市インクルーシブセンター開設

連携
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こども福祉課、教育委員会

障がいの有無に関わらず安心して成長できるように支援発達障がい児等
支援の総合拠点

◆ 成長段階に応じた切れ目のない支援体制

乳幼児期 小学生 中学生 高校生 社会人

乳幼児健診 療育教室 保育園等 小学校 中学校 高校 就労

・特別支援学校
・特別支援学級
・通級
・通常学級

・特別支援学校
・特別支援学級
・通級
・通常学級

・特別支援学校
・普通高校
(通学・通信等）

保護者

松本市インクルーシブセンター

「電子＠連絡帳」を導入

情報を一元化し、専門家が継続して支援

県内初 松本市インクルーシブセンター開設
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こども福祉課、教育委員会

障がいの有無に関わらず安心して成長できるように支援発達障がい児等
支援の総合拠点

◆ 教育ニーズに応じた最も適切で連続性のある多様な学びの場の整備

乳幼児期 小学生 中学生 高校生 社会人

乳幼児健診 療育教室 保育園等 小学校 中学校 高校 就労

・特別支援学校
・特別支援学級
・通級
・通常学級

・特別支援学校
・特別支援学級
・通級
・通常学級

・特別支援学校
・普通高校
(通学・通信等）

保護者

学校

特別支援教育
コーディネーター

連携

松本市インクルーシブセンター

インクルーシブ教育
推進専門員

「電子＠連絡帳」を導入

情報を一元化し、専門家が継続して支援

県内初 松本市インクルーシブセンター開設



女性センター（中央１、Mウイング３階） ・ トライあい・松本（中央４、第三地区公民館併設）を統合

市 長 記 者 会 見 資 料
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人 権 共 生 課松本市ジェンダー平等センター開設

性差にとらわれない社会を目指して

松本市ジェンダー平等センター （中央１、Mウイング３階）

◆各種講座を刷新 “共働き・共育て”を推進、平日夜間や休日開催を検討

◆相談体制を充実 多様化する問合せに対応するワンストップ窓口
◆情報発信を強化 専用ホームページ開設などで認知度アップ

女性の地位向上と社会参加を促進 女性の職業生活充実を目的

ジェンダー平等社会実現の拠点施設

キャリアと家庭を両立・女性も男性も活躍できるモデル的なまち

人口定常化実現へ

女性の地位向上・キャリア形成には、男性の意識変革が不可欠

女性活躍を目指した就活・起業支援 男性・若者を対象にした育児休暇取得推進セミナー

4/1～


